




















られる。 そのため， 現在寺院特に， 観光スポット ・ 参詣スポットではない一
般寺院における地蔵尊の役割の研究が必要であると考えられる。
筆者はこれまでに仙台市の寺院の156箇所における地蔵信仰のの事例を集め
ている。 地蔵尊が祀られている場は主に 「入りロ ・ 境」（例えば， 山門の前，
墓地の入り口など）と言えるところであると分かった。 多くの場合， 地蔵尊が
古くから同じところで祀られているため， 現在の住職も， 住職の家族もその建






























どにおける「菩薩形」， つまり， 頭に冠をつけて， 右手が施無印をしている姿
を取り上げ， 地蔵尊がそのような姿ではなく， 比丘形・声聞形の姿をしている
というのは， 衆生には近づきがたい菩薩の姿を隠すためであるとしている［真
鍋広済， 1959 : 18]。 また， 地蔵尊が一般的に人間らしい比丘形の姿をしてい















と述べている［五来重， 2007 : 27 4]。 中世日本の仏教における地蔵尊のイメー
ジを纏めたヘンク ・ グラスマンも比丘形が大きな意味を持っていたと述べ， 僧
侶 で あ る 地 蔵 尊 が a familiar and in many ways a very ordinary figure. At the 
same time, of course, this Buddhist monk is absolutely extraordinary. He is 
exemplary monk but also guide, mediator between life and death, shaman, 
thaumaturge, and teacher. (筆者訳：身近で， 様々な意味でとても一般的な姿で
あるが， 同時に特殊な僧侶である。 規範的な僧侶で， 指導者， 生と死の間の世
話役， シャマン， 奇蹟を行う者， 先生でもある） [Glassman, 2011 : 19] と結論
している。
しかし， 特殊な僧侶であっても， 地蔵尊は人間らしさを保っている。 五来重
が述べているように， 僧侶だけでなく， 例えば， 理想的な親のイメ ー ジになっ
たり， 子供 ・ 水子の象徴になることもある\
地蔵尊は非常に多様な役割を担っており， 民衆のほぼ全ての生活の場面に対
応できる仏である。 早川征子は説話集の『今昔物語集』における地蔵尊に関す
る説話を次のように分類する：（イ）蘇生の利益 ー 12話， （口）地獄の苦を
免れる利益 ー 2話（ハ）現世利益 ー 9話（二）生身地蔵 ー 4話，（ホ）
死期（場）を知る利益 ー 2話， （へ）地蔵像の霊験 ー 2話， （卜）そ



















六道とは， 天道， 修羅道人間道畜生道餓鬼道地獄道であり， そのう
ち， 一番苦しみのある世界は地獄である。 地蔵尊は特に地獄に入って， 地獄で
苦しんでいる衆生， あるいは， 他の悪道で迷っている衆生を救う［速水侑，
1975 : 21]。 また， 末法思想とともに広まった地獄必定の意識の結果として，




て， 一年に一 回死者と交換し交歓する癒しのく場＞」［鈴木岩弓， 2002]でも
ある。 これらの場所には多くの地蔵尊が祀られている。 地蔵菩薩は死者を救
う地獄の救済者であるが， 一方， 五来重の説（地蔵尊は先祖の象徴である）と






地蔵の子供の守り神としての役割を産んだと考えられる［速水侑， 1975 : 152 




































く， 様々なもの， 例えば， 自分の先祖， 子供・水子などを読み取ることができ
る。 菩薩であっても， 同時に人である。 また， 仏教の伝統の一部であるが， 仏










トー リ ー， そして， 寺院の環境を取り上げたいため， 四つ
択して， その事例だけを取り上げる。
今回の事例は泉区実沢の西照寺（真宗大谷派）， 太白区富田の金



























また， 駐車場から境内への参道の左にはA2, A3, A4, A5, A6の地蔵尊の
列がある。 A3 , A4 , A5, A6は江戸時代の童子地蔵であり， A2は昭和の後期，
あるいは平成時代の水子地蔵である〗
写真2. 参道に祀られている江戸時代の童子地蔵の列(A3, A4, A5, A6)。 筆者撮影，
2015年8月12日。 写真3. A3のそばに置かれた水子地蔵(A2)。 筆者撮影，2016年10月6日。
住職によると， A2はおそらくだれか持ってきたものであろうという。 より
古い地蔵尊の建立の事情は明らかではないが，住職によると，「開創は1898年（明
治31年）で， これ （地蔵尊）は西照寺が創立される前にここにあったかな」 と
のことであった8。 しかし， 2年後のインタビュ ーでは， 「このあたりは農家が多
く， 自分の墓地がなくなって， お寺に持ってきたかもしれない」と追加した。
また， 寺院の墓地合葬碑には2mぐらいの地蔵尊， A7, が祀られている90
そちらは観音菩薩とともに門徒から寄付されたものである。
西照寺の地蔵尊の特徴は， 全て住職ではなく， 信者によって建立されたもの
だということである。 また， 住職は境内に祀られている仏像について， 信者が
7 2014年7月25日のインタビュ ー ， 及び2016年10月2日のインタビュ ー より
8 2014年7月25日のインタビュ ー より
































また， 境内に入ると， 本堂の前に「水掛合掌地蔵」(Bll) が祀られている。
これは2004年（平成16年）に建立され， 住職はBllの意味を次のように述べ
10 2014年7月 25日のインタビュ ー より




































けられているが， 実は， 水子供養のためだけでなく， 永代供養のためにも祀ら
12 2016年9月18日のインタビュ ー より














仏像である。 写真8. 墓地に祀られている地蔵尊。 筆者撮影， 2016年8
Bl2の左右に は50cm 月23日。
ぐらいの六地蔵Bl3が
写真9, 写真10. 彼岸の時期にたくさんの供物が供えられている。 供物から見られるよ
うに， 水子のために供えられたと思われるヤクルト， 子供用のお菓子などとともに， 一











































き地蔵」， B3 薩が見られる。 筆者撮影， 2016年8月23日。
14 2016年9月18日のインタビュ ー より






























を建立し， さらに信者の 写真14. 納骨堂に祀られている地蔵尊(B7, BS)。 筆者
希望に応じて「愚事聞き
撮影， 2016年9 月 22日。
地蔵」 を移動したり， 地震で倒れてしまった「水掛合掌地蔵」 したり
した。 つまり， 金昌寺の場合でも， 住職が地蔵尊を建立する ・ 移動するとき，
信者の希望について考えている。 墓地に祀られている地蔵尊の例は非常に興味
16 2016年9 月 18日のインタビュ ー より
17 2016年9月18日のインタビュ ー より
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寺院の境内における地蔵尊の役割 (173) 





















的空間 ）と非日常空間 （聖的空間 ）の境界であり， 石仏が自らの宗教性によっ

































と較べて， 地蔵信仰と深い繋がりを持っている。 まず， 光禅寺の本尊は延命地
蔵大菩薩(D1) である。
写真16, 写真17. 光禅寺の本尊。 筆者撮影， 2016年9月24日。
18 2016年10月9日 ー 10日のインタビュ ー より















本尊の紹介では， 本尊の地蔵菩薩は人を救って， 導く とされ， 光禅寺自
体は地蔵尊のイメ ー ジを利用して， 親しみのある寺院であるともアピ ー ルして
いる。
写真18, 写真19. 光禅寺の本尊の脇。 筆者撮影， 2016年9月24日。
本尊の脇として， 小さい地蔵の像が使われている。 この像は月 一 回に行われ
20 『光禅寺便り』， 2016年8月
21 光禅寺のリ ー フレットにより
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中）に祀られている地蔵尊 (D2) 。 筆者
















22 2016年9 月 23日のインタビュ ーにより
23 2016年11月 24日のインタビュ ーにより
24 2016年9 月 23日のインタビュ ーより
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写真25. 光禅寺の山門の近くにある地蔵



































地蔵」。 筆者撮影， 2014年9 月 8日。
写真27. 水道に祀られている水子地蔵。
筆者撮影， 2014年9月8日。




3. 地蔵尊の建立 ・ 移動にみる特徴
以上， 仙台市内四ヶ所の寺院の地蔵尊の地図と寺院の住職のインタビュ ーを
通じて，寺院の中の地蔵尊の場を調べてきた。いくつかの点に注目したいと思う。
A2, B3, B4-6, Bll, C5-14, D2, D5の事例では， 檀信徒の希望に応じ
て地蔵尊を祀る・移動する傾向が見られた。 地蔵尊に対しては， 宗派に関係な
く， どの寺院においても檀信徒から祀りたいという希望がみられる。
また， 祀る場所は建物の中より， 外のほうが多い。 そこは本堂と較べて， 参
拝しやすいところであり， A2の事例では， 住職が100%管理している地域では













察するために， 事例の地蔵尊のスト ー リ ーを詳細に見てみましょう。
まず， 地蔵尊の移動のスト ー リ ーを次のような表で表すことができる：
表1
寺院 地蔵尊の情報 移動前の場 移動後の場 移動の理由
B3: 平成10年ご 本堂の 前（外） 位牌堂 檀家はもっとプラ
ろ建立， 住 職の で祀る予定だっ イベ ー トに参拝し
金昌寺 代わりに苦難を たが， 本堂の入 たい
聞く り口のそばに
祀った
B9: 安永2年に建 境内の中， 参拝 境内の外， 門 「門をもっと綺麗
金昌寺




(180) ドンネレ ・ アリ ーセ
B15- B46 : 処分 墓地 それぞれ 墓地 一 番参 住職は子供の供養の
された墓のそば の個人墓のそば 拝されてい る ために建立された地
に祀 っ た童子地 「水子子育て 蔵尊がそのま ま 永代
金昌寺
蔵（子 供 の 供養 地蔵尊）の左右， 供養塔などに積まれ
のた め に建立 さ 四列を形成し るのは， かわいそう
れた地蔵）• 水子 ている だと思って， 墓参り
地蔵 に来る人が気づくよ
うなところで祀った。
Cl: 建立の事情 位牌堂 書院， 本尊の 書院に は本尊が必
保春院
は不明（江戸時 位置 要で， 地蔵尊がふ
代？） さ わしいと決めら
れた
C5: 建立の事情 本堂の前 墓地の入り口 境内にあ る全ての
保春院 は不明（昭和の 石地蔵尊を 一 ヶ所
中期？） に集め たい
C6- Cl4: 個 人 もともと個人 墓 墓地の入り口 永代供養塔が処分
墓のそばに祀ら のそばに祀られ されるよう にな っ
保春院
れてい た地蔵尊 たが， 後は永代 て， 檀家から 地蔵
（童子地蔵 水 供養塔に集めら 尊だけを残してほ
子地蔵と思 われ れた しいと言う依頼が
る ） あった。
04: 「斬られ 地 境内の中， 参拝 境内の外， 門 もっと見やすいと
光禅寺
蔵」，嘉永4年建立， 道の左 の周囲 こ ろ で祀りたか っ
仙台の有名な 地 た
蔵尊





える。 また， 保春院の場合， 位牌堂には檀家しか入らないが， 書院には講座，
お茶会， ワ ー クショップなどが行われているため， 檀家以外の人も集まる。 つ















連しているところに移動された。 同時に， 位牌堂も， 墓地も， 檀家の位牌， 檀
家の墓があるところであり， 本堂と較べて， もっと身近な場であるではないか
と考えられる。
次に， 現住職の記録に残った地蔵尊， つまり， 昭和60年代・平成に建立され
た地蔵尊を次のような表で表してみよう：
表2
寺院 地蔵尊の番号 地蔵尊の形体 地蔵尊の祀り場 建立の事情
西照寺
A7 合掌をしている 墓地合葬碑 檀家の寄付， 死者供
養のために建立
B3 左手 に錫杖を持っ 最初は本堂の 住職が忙しい ため，
ている， 右手で「は 入り口， 後は 住職の代わりに話の
金昌寺 い， どうぞ」のよ 位牌堂 相手になる
うな身振りをして
いる
B4- B6 B4と B5 は合掌をし 位牌堂 檀家の寄付
て い る， B6 は左手
金昌寺 に如意宝珠， 右 手
に錫杖を持ってい
る





Bll 「水掛合掌地蔵」， 本堂の前 住職の代わりに慰め
金昌寺 ぽっちゃりで， 合 る（悩み事を水と流す）
掌をしている
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B12 「水子子育て地蔵 墓地の入り口 水子供養， 永代供養
尊」， 左手で如意宝 のために建立
金昌寺 珠を持っ て， 右手
で施無畏印をして
いる。
B13 小さくて， かわい 墓 地 の 入 り 口 B12の脇として建立
金昌寺 らしい六地蔵。 合 B12の左右
掌をしている
B14 ぽっちゃりで， 合 墓地の入り口 夫婦の永代供養に建
金昌寺 掌をしている。 Bll li＇ 
とほぼ同じ
Dlの脇 様々な形体である 本堂 ， 本尊の 本尊は「千身本地蔵菩
が， 合掌をしてい 左右 薩」と名づけ られ て
る地蔵尊が多い いるが， 1体だけであ




D2 微笑んでいる， か 建物の中， 本 檀家殻の寄付。 津波
わいらしい地蔵尊。 堂の入り口 で流された墓石から
光禅寺 合掌をしている 作られ， 拝んで続く
ように， 光禅寺に祀っ
た





D6 左手に 如意宝珠， 水道 水子 地蔵であり， ど
右手に錫杖を持っ うしてここに建立さ
光禅寺 ている れたのか， 住職も説
明できない。「こうい
う習慣がある」
この表からよく見られる点は， 一番代表的な地蔵尊の形， つまり， 錫杖と如
意宝珠を持っている地蔵尊が少ない。 それとも， 一番多いのは合掌をしている
地蔵尊である。 また， その中でも少し変わっている， 可愛い地蔵尊が多い。 地





の像は場合によって， 死者の象徴となったり， 住職の象徴となったりする。 住
職は地蔵尊を建立するとき， 同時に地蔵菩薩と合掌しているお坊さん（仏教
徒？） を読み取れる姿を選んでいると思われる。
しかし， 地蔵尊のイメ ー ジは祀る場によっても影響されている。 金昌寺の場






以上， 地蔵尊の建立・移動の事情を調べて， 次のことを推定できる。 現在の
寺院には， 地蔵尊は地蔵菩薩だけではなく， 理想的な仏教徒の象徴になる。 門
の周囲， 本堂の入り口に祀られている地蔵尊は理想的な僧侶として， 信者を歓
迎したり， 信者の悩みを聞いたりする。 そして， 墓地の領域に祀られている地
蔵尊は成仏した死者の象徴として先祖供養及び水子供養の対象となっている。
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The functions of Jizo statues in modern buddhist temples 
The stories of Jizos in four temples of Sendai 
Alise DONNERE 
The cult of boddhisattva Jizo is one of the most prominent Japanese folk cults of buddhist 
origin. Statues of Jizo - young buddhist monk with shaved head, monk's staff with rings on 
the top, shakujo, and a wish-fulfulling jewel nyoihoju - can be found almost in every 
Japanese buddhist temple, as well as in some shinto shrines and in small sanctuaries both in 
rural and urban areas. 
Famous Jizo statues and places, related to the worship of Jizo, often become a subject of 
field studies. However, there are few studies that consider Jizo statues in average buddhist 
temples, not well-known pilgrimage and tourist spots. Hence, the functions of the majority of 
Jizo statues that don't have a dramatic legend behind them are out of the attention of majority 
of researchers. The present research puts these average Jizo statues in the highlight, 
suggesting that their role in understanding the cult of Jizo was underestimated. 
In an average buddhist temple, Jizo statues mostly are being placed outside of the temple's 
buildings, e.g., near the temple's gates and at the cemetery. When a temple's territory is being 
reorganized, old Jizo statues are moved to a new place, chosen by the present abbot, but 
usually influenced by requests from temple's parishioners. New Jizo statues are often being 
errected as well, and in this case, the abbot has to choose the place where the statue should 
be errected and the form of the statue. Sometimes the statues are being moved several times 
before finally everyone is satisfied with the result. This paper concentrates on these stories 
of finding a right place and a right form for a new Jizo statue. By presenting the examples of 
four buddhist temples of different sects, the author is determined to show that these 
processes of moving the old Jizo statues and errecting the new ones are not by any means 
random. Tracing the tendencies in changing of the place and the overall image of Jizo, the 
author suggests, that for priests and parishioners these statues symbolize not only 
boddhisattva Jizo, but an ideal buddhist - a monk, or a dead person who is supposed to 
"become a Buddha''(成仏する）．
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